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社会福祉法人都城市社会福祉協議会 令和３年度第４回理事会 議事録 
 

招集通知年月日  令和３年１０月２７日（水） 

開 催 日 時  令和３年１２月１０日（金）１０時００分～１０時２５分 

開 催 場 所  都城市総合社会福祉センター２階研修室 

出 席 し た 役 員  理事１０名（理事定数６名以上１２名以内） 

黒木千晶、米吉春美、柿木原康雄、宮城博範、平井泉、木脇義紹、 

林典生、堀江幸治、島津久友、杉元智子 

          監事３名（監事定数２名以上３名以内） 

髙野眞、柿木一範、坊野国治 

欠 席 し た 役 員  理事２名 

有川俊一郎、石田操 

説明のため出席した職員  事務局９名 

          大田勝信、田村真一郎、児玉誠、森山慎悟、髙橋美佐子、又木勝人、 

黒原清美、栗山将平、永田晃作 

招集者出席の有無  会長 島津久友 出席 

議事録作成職務者  永田晃作 

議 事 の 結 果   

定刻に至り、事務局栗山将平が開会を宣言。まず、定款に基づき、会議の成立を確認。次

に定款に基づき、宮城博範理事を議長に選任し、議長は、島津久友理事、髙野眞監事、柿木

一範監事、坊野国治監事を議事録署名人に指名して、直ちに議事に入った。 

審議の結果、次表のとおり、全会一致で議決された。 

 

報告第４号 職務執行状況報告について 承認 

報告第５号 

 専決第１号 

 

 専決第２号 

専決処分した事件の報告について 

・社会福祉法人都城市社会福祉協議会給与規程の一部を改正する

規程の制定について 

・令和３年度社会福祉法人都城市社会福祉協議会社会福祉事業会

計収入支出補正予算（第３号）について 

承認 

議案第１５号 

 

諸規程の改正について 

・社会福祉法人都城市社会福祉協議会給与規程の一部を改正する

規程の制定について 

可決 

 

終 了 時 刻  １０時２５分 

                                                                                   

 

議 事 の 経 過 

宮城博範議長「それではさっそく議事に入らせていただきます。まず、報告第４号職務執行

状況報告について、事務局より説明をお願いいたします。」 

島津久友会長「報告第４号職務執行状況報告についてでございます。こちらは定款第２１条

第５項の規定により、定期的に会長の職務執行状況、また常務理事（業務執行理事）の職務執

行状況報告を行うものでございます。まず、私会長の職務執行状況についてですが、議案書３

ページをご覧ください。報告する期間につきまして、前回の理事会は書面決議をいただきまし

たので、それ以降、令和３年９月１０日から本日の直前であります令和３年１２月９日までの

報告になります。よろしくお願いいたします。」（以下、資料に基づいて説明） 

杉元智子常務理事「引き続き、業務執行理事としまして私の方からご報告を申し上げます。
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議案書４ページ、５ページをお開き下さい。報告の期間は会長と同じでございます。」（以下、

資料に基づいて説明） 

議長「ご報告ありがとうございました。ただいま会長並びに常務理事から職務執行状況につ

いて報告がありましたが、この件につきましてご質問等がございましたらお受けいたします。

何かご質問がある方はいらっしゃいますか。」 

議長「それでは質問がないようですので報告第４号につきましてはご承認をいただけたもの

といたします。」 

議長「続きまして、報告第５号専決処分した事件の報告について、事務局より説明をお願い

いたします。」 

事務局田村真一郎「それでは、ここから先は私田村がご説明をさせていただきます。議案書

６ページをお開きください。報告第５号専決処分した事件について、社会福祉法人都城市社会

福祉協議会定款第２８条第１項第１号の規定に基づき、専決処分しましたのでご報告いたしま

す。専決処分した事項は専決第１号並びに第２号の２件となります。議案書７ページをお開き

ください。専決第１号は社会福祉法人都城市社会福祉協議会給与規程の一部を改正する規程の

制定につきまして、専決処分したものになります。」（以下、資料に基づいて説明） 

事務局田村真一郎「続きまして、専決第２号になりますが、議案書１１ページをお開きくだ

さい。令和３年度社会福祉法人都城市社会福祉協議会社会福祉事業会計収入支出補正予算（第

３号）となっております。」（以下、資料に基づいて説明） 

議長「ご説明ありがとうございました。ただいまの報告第５号についてご質問等がごさいま

したらお受けいたします。何かご質問がある方はいらっしゃいますか。」 

髙野監事「私からよろしいですか。専決第２号、議案書１５ページの生活福祉資金貸付事業

サービス区分の収入の部について、入力ミスだと思いますが受託金収入現行額総計に数字の誤

りがあるようですがいかがですか。」 

事務局田村真一郎「申し訳ございません。入力ミスになります。正しくは受託金収入現行額

総計３,５９１になります。訂正をお願いいたします。」 

議長「他にご質問がある方はいらっしゃいますか。」 

堀江幸治理事「私からもよろしいですか。賃金単価の件でお尋ねします。確かに一般事務職

の人がこれまで８２０円ということで、１円足りていないことから８２１円に引き上げたとい

うことは理解できますが、８２１円をすでに超えている職種の人もすべて１円上がっているわ

けですよね。それは何かルールに基づいての改定になっているということですか。」 

事務局田村真一郎「ご質問ありがとうございます。もちろん最低賃金を上回る対象職員だけ

ではなく、これまでも最低賃金の改定があるごとにすべての臨時職員、パートタイム職員一律

に同じような形で賃金改定を実施してきた関係もありまして、対象職員すべて１円の増額とい

う形にしたものであります。」 

堀江幸治理事「今年は１円ということで大きな影響はないかと思いますが、今現在８２１円

の最低賃金になっているので、今後の審議会でさらに改定される可能性も高いわけですね。そ

うなると前回の賃金改定のように２０数円も上がったならば、他の職員も２０数円上げるとい

うことでしょうか。」 

事務局田村真一郎「前回の改定の時はすべての職員２０数円上げた経緯がありますが、今後、

収入も含めて職種ごとのバランスについて検討していく考えであります。次回の改定を見据え

た形で再度事務局内でも十分に協議して改定の在り方を考えていきます。」 

堀江幸治理事「そうですね。そうしないと臨時職員だけが毎年賃上げがあって、正職員が何

もないとなるとバランスがおかしくなってくると思いますのでどうかお願いいたします。」 
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議長「他にご質問がある方はいらっしゃいますか。」 

黒木千晶理事「私からもよろしいですか。議案書１０ページの賃金についてです。元々の基

本単価に上げたということだと思いますが、ずっと表を見ていった時に有資格者は９８１円が

多い中で、介護福祉士は８８１円ということで、すでに専決処分されたものにはなりますが、

この１００円の差について知りたいです。」 

事務局田村真一郎「ご質問ありがとうございます。確かに介護関係につきましては、保育分

野もそうですが、福祉人材の確保にどの法人様も苦慮している現状もありまして、本会も同様

の傾向が伺えます。現在、介護事業については介護職員処遇改善加算が別途給付される関係が

あり、このような形で賃金単価を設定させていただいておりますが、先程の堀江理事のご意見

と併せるような形で今後、人材確保という点から賃金単価表につきましては見直しを検討して

いきたいと考えております。」 

議長「他にご質問がある方はいらっしゃいますか。」 

議長「それでは質問がないようですので報告第５号につきましてはご承認をいただけたもの

といたします。」 

議長「続きまして、議案第１５号諸規程の改正について、事務局より説明をお願いいたしま

す。」 

事務局田村真一郎「それでは、議案書１６ページをお開き下さい。議案第１５号社会福祉法

人都城市社会福祉協議会の業務の運営に関する諸規程を改正することについて、定款細則第１

５条第１項第１０号の規定に基づき、理事会の議決を求めるものでございます。議案書１８ペ

ージ、１９ページをお開きください。」（以下、資料に基づいて説明） 

議長「ありがとうございました。ただいまの議案第１５号についてご質問等がごさいました

らお受けいたします。何かご質問がある方はいらっしゃいますか。」 

林典生理事「議案書１８ページ、１９ページにあります児童厚生員や児童支援員は、保育士

以外で例えば教員免許などを保有する方などは保育士扱いになるのでしょうか。」 

事務局田村真一郎「ご質問ありがとうございます。保育士資格を有している方は保育士とし

ての登録枠になりますし、保育士資格がない職員の場合は所定の研修を受講することで従事で

きますので、働きながら所定研修を受講してもらっています。賃金については現に保育士を保

有している方との差ということで、このような形で設定をさせていただいております。教員免

許取得者については、今後位置づけを考えていきたいと思います。」 

議長「他にご質問がある方はいらっしゃいますか。」 

議長「それでは質問がないようですので採決を行います。議案第１５号諸規程の改正につい

て、原案のとおり承認することにご異議はございませんでしょうか。」 

“異議なし”の声あり、 

議長「ありがとうございます。異議なしと認めます。従いまして議案第１５号は原案のとお

り可決されました。」 

議長「以上をもって議案の方はすべて終了しましたが、ご出席の皆様から何かございませんで

しょうか。」 

議長「皆様からはないようですので、事務局の方から何かございますか。」 

事務局田村真一郎「議案ではございませんが、事務局から１点お知らせがあります。木脇理

事が一身上の都合によりまして本日の理事会をもって退任することになりました。木脇理事か

らお一言頂戴したくお願いいたします。」 

木脇義紹理事「私、数えで８０歳でありますが、体力的にきつい面や目の不自由さもありま

して、一方で共同募金委員会会長を１０年ほど務めておりますが、後継者がなかなか見つから

ず、本来は早く交代しないといけないと思っております。以上のことから事務局にも相談をし

まして、本年限りで理事を退任することにいたしました。皆様にはいろいろとお世話になりま
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したが、ご指導ご鞭撻をいただきまして本当に感謝申し上げます。なお、私は共同募金委員会

や社会福祉協議会の会合などに多く出てきましたが、あらためて福祉行政というものを見直す

機会もありましたし、自分なりに人間的な成長の大きな基盤になったと思っております。日頃、

ボランティアやいろんな形で市民の皆さん方が影でご苦労をされていることを知りまして、本

当に都城市は良いところだと感じているところであります。どうか、今後も都城市が住みよい

まちになるように、あるいは総合社会福祉センターが１つのまちのシンボルになることを心か

ら念願しております。長い間、本当にありがとうございました。」 

事務局田村真一郎「木脇理事これまで本当にありがとうございました。事務局からは以上に

なります。」 

議長「それでは、他に何もないようであればこれで協議については終了とし、私議長の役目

は解任させていただきます。ご協力ありがとうございました。」 

事務局田村真一郎「それでは以上をもちまして令和３年度第４回理事会を閉会いたします。

皆様ご協力ありがとうございました。」 

 

 

 

 

                                           

 

 

 

 

以上の議決を明確にするため、この議事録を作成し、会長及び監事は議事録に記名押印す

る。 

 

令和  年  月  日 

 

 

           会長                   印  

 

 

 

           監事                   印  

 

 

 

監事                   印  

 

 

 

監事                   印  


